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第１章　第三次安城市都市計画マスタープランについて

安城市都市計画マスタープラン（以下、「都市マス」という。）は、2010年（平成22年）4月の策定から6年が経
過した2016年（平成28年）度に、安城市都市計画審議会で都市マスの中間評価を実施し、「上位計画の変更」、「社
会情勢の著しい変化」、そして「本市における成長の前倒し」が判明しました。このことから、本市は「第三次安城
市都市計画マスタープラン（以下、「本計画」という。）の策定を前倒しして実施することとしました。

１．都市計画マスタープラン見直しに至る経緯

ࢢ計ըϚελʔϓϥϯɺʮ将来ͷݟ௨͠Λ౿·͑ɺઌΛݟӽͯ͠ɺதظతͳࢹʹཱͬͯࢢͷ将
来૾Λ໌֬ʹ͠ɺͦͷ実͚ͯʹݱͷେ͖ͳಓےΛ໌Β͔ʹ͍ͯ͘͜͠ͱʯ͕ٻΊΒΕ͍ͯΔɻ

ίϥϜʢ$PMVNOʣ
˙�ਓݮޱগࣾձ౸དྷͷ֬ఆ

少子高齢化の進行により、我が国の総人口は
2008年（平成20年）をピークに減少に転じてい
ます。国立社会保障・人口問題研究所の将来推計

（出生中位（死亡中位）推計）によると、総人口は
2065年には8,808万人にまで減少すると見込まれ
ています。（平成29年版国土交通白書）

˙�ϦχΞதԝ৽װઢͷ։ۀ
将来、リニア中央新幹線の開業が予定され、名古屋と東京は40分で結ばれるようになります。これをきっかけに、

両都市圏の交流が活発化するとともに、一体的な圏域として発展していくことが期待されます。

˙�࠶ࢢੜಛผાஔ๏վਖ਼ʹΑΔίϯύΫτγςΟͷྗڧͳਪਐ
地方都市での急激な人口減少や大都市での高齢者の急増を背景に、都市全体の構造を

見渡しながら、住宅及び医療、福祉、商業施設等の誘導と、それと連携した公共交通に
関する施策を講じコンパクトなまちづくりを推進するため、2014年（平成26年）に都
市再生特別措置法が改正され、「立地適正化計画」が制度化されました。

環境変化に早急に対応し、安城市をより成長させるため、第三次安城市都市計画マスタープランを前倒し策定

都市マスࡦఆ͔Β6年経過͠ɺ都市ͮ͘ΓΛऔΓ͕ڥ͘רมԽɻ

１）上位計画の変更
平成̎ 年̔ʹୈ̔҆࣍ࢢ総߹計ը͕
。ఆࡦ
ࡾՏࢢ計ը۠ҬϚελʔϓϥϯの
վఆݕ౼。

３）中間評価結果ʜʜॱ調ʹਐḿ・ୡ成ͯ͠いΔͨΊ、目標達成が前倒しされる可能性が高い。

２）社会情勢の著しい変化
人口ݮগ社会౸来の֬ఆ。
ϦχΞ中ԝ৽װઢの։ۀ。
࠶ࢢ生ಛผાஔ๏վਖ਼等ʹよΔίϯύΫτγςΟのྗڧな
推ਐ。
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実績 将来推計

年齢3区分別人口（0-14歳） 年齢3区分別人口（15-64歳） 年齢3区分別人口（65歳以上）
年齢3区分別人口割合（0-14歳） 年齢3区分別人口割合（15-64歳） 年齢3区分別人口割合（65歳以上）

（注）1970年以前は沖縄県を含まない。
資料）2010年までは総務省統計局『国勢調査報告』、2015年は総務省統計局『平成27年国勢調査人口等基本集計』、推計値は国立社会保障・人口

問題研究所「日本の将来推計人口」（平成29年推計）の出生中位(死亡中位)推計より国土交通省作成

ཱదਖ਼Խ計ըΛؚΉ
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本計画は、都市計画法第18条の2で規定される「都市計画に関する基本的な方針」及び都市再生特別措置法第81
条で規定される「住宅及び都市機能増進施設の立地の適正化を図るための計画（＝立地適正化計画）」を定めるもの
です。

本計画は、20年、30年後の都市のあり方を見据える「安城市デジタル田園都市国家構想総合戦略」及び「愛知の
都市づくりビジョン」を展望しつつ、これから10年における都市のあり方を定める「第9次安城市総合計画」及び「西
三河都市計画区域マスタープラン」に即し、また整合を図り、よりよい都市づくりの総合的な方針をとりまとめるも
のとして策定します。

２．第三次安城市都市計画マスタープランの目的・役割

ଈ͢

࿈ܞ ڠ

図　第三次安城市都市計画マスタープランの位置づけ

ࢢ計ըͷܾఆɾ実ࢪ

ࢢ計ըʹΑΔ·ͪͮ͘Γ

͕҆ࢢఆΊΔɺ·ͪɾͻͱɾ͠͝ͱ
ੜʹؔ͢Δࡦࢪʹ͍ͭͯͷجຊత計ը
ʕまͪ・ͻͱ・͠͝ͱ生๏ୈ10

安城市デジタル田園都市国家構想総合戦略
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第9次安城市総合計画
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ʕࢢ計ը๏ୈ1�の2、࠶ࢢ生ಛผાஔ๏ୈ�1
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શମߏɺҬ別ߏΛத৺ʹߏɻ

本計画の目的は、第9次安城市総合計画で定める都市の将来像「ともに育み、未来をつくる しあわせ共創都市 安城」
を実現することです。そして本計画の役割は、時代潮流等を踏まえ、都市の将来像を「都市づくり」において実現す
ることです。

本計画は、下記について定めるものとします。

Ａ．対象区域

શҬ͕ରɻࢢ
˞ࢢ計ըϚελʔϓϥϯ
ͼ立దਖ਼Խ計ըのٴ
ɹ۠Ҭͱ͠ま͢。

Ｃ．構成

͓͓ΉͶ20年ɺ30年ޙΛݟਾ͑ͨͮ͘ࢢΓΛ
ల͠ɺඪ年࣍Λ͜Ε͔Β10年ޙͱͳΔ2028
年ͱ͠·͢ɻ

Ｂ．目標年次Ａ．対象区域Ａ．対象区域

શҬ͕ରɻࢢ
˞ࢢ計ըϚελʔϓϥϯ
ͼ立దਖ਼Խ計ըのٴ
ɹ۠Ҭͱ͠ま͢。

STEP１ɹ҆ࢢͷ͢ࢦࢢͷ将来૾

ʮͱʹҭΈɺະདྷΛͭ͘Δ�͋͠Θͤڞ҆�ࢢʯ

STEP２ɹୈ҆࣍ࡾࢢࢢ計ըϚελʔϓϥϯͷత

ࢢͷকདྷ૾ʮͱʹҭΈɺະདྷΛͭ͘Δ�͋͠Θͤڞ҆�ࢢʯͷ࣮ݱ

STEP３ɹతΛՌͨͨ͢ΊʹٻΊΒΕΔɺୈ҆࣍ࡾࢢࢢ計ըϚελʔϓϥϯͷ割

時代潮流や地域の実情などを
考慮しながら役割を整理。

都市の将来像を、「都市づくり」において実現。

ʜ ʜ ʜ ʜ ʜ

ཱదਖ਼Խ計ըΛؚΉ

３．第三次安城市都市計画マスタープランで定めること

第１章　第三次安城市都市計画マスタープランについて

ɾ҆ࢢͷࢢ計ըΛऔΓר ɺ͍͘·ͱ͜Ε͔Βͷ՝

ɾશମߏ

ɾҬ別ߏ

ɾࢦࡂ

ɾຊ計ըͷӡ༻
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都市計画マスタープラン（都市計画法第18条の2）は、おおむね20年、30年後を見据えつつ、これから10年
後を目標年次とする「都市計画に関する基本的な方針」を定めるものとされています。本計画の見直しでは、上
位計画の変更や社会情勢の変化により見直しを前倒して実施することとしており、今後も社会情勢の著しい変化
等に柔軟かつ迅速に対応できる都市計画マスタープランとして運用されるべきと考えます。
そこで、本市では都市計画マスタープランで定める「都市計画に関する基本的な方針」及び「その他事項」に
加え、20年、30年後の都市づくりを見据え「都市計画マスタープランの高度化版」とされる住宅及び都市機能
増進施設の立地の適正化を図るための計画（都市再生特別措置法第81条）を一体化し、よりよい都市づくりの
総合的な方針として、第三次安城市都市計画マスタープランを策定しました。
第三次安城市都市計画マスタープランにおいては、「20年、30年後を見据えた都市づくり（＝立地適正化計画）」
を展望し、都市づくりに時間軸を取り入れた超長期的な人口ビジョンに基づく目標人口設定、居住・都市機能誘
導の方針及び社会情勢変化へ柔軟に対応するための準備を進める点について都市計画マスタープランを高度化す
るものと考え、その上で「これから10年の視点に立った都市づくり（＝都市計画マスタープラン）」を定めるも
のとします。

本計画の構成について（立地適正化計画と都市計画マスタープラン）

˞都市計画マスタープランͷ͏ͪɺ˕ɿ都市計画ʹؔ͢Δجຊతͳํɺ˓ɿͦͷଞ߲ࣄ

දɹຊܭըͷߏʹ͍ͭͯʢཱదਖ਼ԽܭըͱܭࢢըϚελʔϓϥϯʣ
ࢹ
計ը ͮ͘ࢢΓͷࢹ

20年、30年後を
見据えた都市づくり
（立地適正化計画）

これから10年の視点に
立った都市づくり

（都市計画マスタープラン）

考
え
方

ඪɾํཱҊͷํ͑ߟ
γϯϓϧͳํͱͯ͠ډ
ॅɾػ༠ಋͷํੑ
（ຊࢢͷڌΛఆΊΔ）

༠ಋͷํػࢢɾॅډ
ͳ͔ࡉΛલఏͱͨ͠ੑ
ඪɾํ（ࢢͷ֨ࠎ
ΛఆΊΔ）

ํ͑ߟඪʹؔ͢Δࢦ ظతʹల͖͢
Ϗδϣϯʹ20年ɺ30年

ظతʹల͖͢
ϏδϣϯΛલఏͱͨ͜͠
Ε͔Β10年ޙͷඪʹ
͜Ε͔Β10年

ํ͑ߟΔؔ͢ʹࡦࢪ ࣾձมԽॊೈʹ
ରԠ͢ΔͨΊͷ४උ

ࣾձมԽॊೈʹ
ରԠ͢ΔͨΊͷ४උΛ͠
ͭͭɺ͜Ε͔Β10年ޙ
Λఆ͢Δࢪ࣮͍͓ͯʹ
औ

ߏ

ୈ̍ষɹୈ҆࣍ࡾࢢܭࢢըϚελʔϓϥϯʹ͍ͭͯ ˓ ˓
ୈ̎ষɹ҆ࢢͷܭࢢըΛऔΓ͘רɺ͍·ͱ͜Ε͔Βͷ՝ ˓ ˓
ୈ̏ষɹશମߏ - -
̍ɽ将来ٴ૾ࢢͼͮ͘ࢢΓͷඪ - -
ɹ（̍）将来૾ࢢ ˕
ɹ（̎）ͮ͘ࢢΓͷඪ ˕
̎ɽ将来ߏࢢͷجຊతͳํ͑ߟ - -
ɹ（̍）20年ɺ30年ޙΛݟਾ͑ͨ人口Ϗδϣϯɺ将来ߏࢢ ˓ ˕
（̎）l20年ɺ30年ޙΛݟਾ͑ͨͮ͘ࢢΓzʹ͓͍ͯల͖͢ߏࢢͷ͋Γํ ˓ ˓
ɹ（̏）20年ɺ30年ޙΛݟਾ͑ͨॅډɾػࢢͷཱํ ˓ ˓
ɹ（̐）l͜Ε͔Β10年ʹ͓͚Δͮ͘ࢢΓzʹ͓͚Δར༻ߏ ˕
̏ɽ分別ํ ˕
ୈ̐ষɹҬผߏ ˓ ˓
ୈ̑ষɹࢦࡂ ˓ ˓
ୈ̒ষɹຊܭըͷӡ༻ - -
̍ɽຊ計ըͷӡ༻ ˓ ˓
̎ɽ計ըશମ（શମߏɺҬ別ߏ）ͷਐߦཧ ˓ ˓
̏ɽࢢຽͱͱʹͭ͘Γɾ͔ͭ͏ڠͷ·ͪͮ͘Γઓུ ˓ ˓




